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5 万分の 1 地質図幅 h
説明書~

老 (札幌一第 52 号)

北海道地下資源調査所

北海道技師

士居繁雄

はしがき

この図幅は，昭和 26 年 5 月から同年 7 月にわたる約 40 日，むよび昭和 27

年 5 月から同年 6 月にわたる約 10 日の間，あわせて約 50 日間で行った野外

調査の結果を整理して，その概要を報告したものであるO

との地方は，北海道の中央部と西南部とを劃する，いわゆる石狩低地帯の

西南に位置し，地質学的には西南部北海道にふくまれ，樽前火山をはじめと

して新期火山活動の活滋に行われた地域であるO とくに，諸種の熔岩流(泥

熔岩をふくむ〕や火山砕屑物の発達がいちじるしく，すでに樽前火山につい

ては，岩石学的にも，あるいは，その活動状況についても多くの研究と報告

*とが発表されてきているO しかしながら， との地域全般の地質についての調

査は，まだ充分で、友く，わやかにその東部地域だけが石川(下斗米〉俊夫に
キキ

よって，樽前火山の研究の途次，踏査されていたにすぎない。また，故深谷

# 鈴木醇・下斗米俊夫: 樟前火1110 火山 Vol. 1, No.3(1933 ，昭和 5 年〉

浦上啓太郎・山田忍・長沼祐三郎: 北海道における火山灰に関する調査報告。火

山 Vo l. 1, No.3, .N o.4 く 1933，昭和 8 年〉

鈴木酔: 樟前火山熔岩の化学的性質について。火山 Vol. 2 く 1937，昭和 12 年〉

石川俊夫: 樟前火山熔岩中の捕獲岩につきてo 火山 VoL 4(1 939，昭和 14 年〉

柿 下斗米俊夫: 樟前火山地質調査報文。北大理卒論(手記) (1933，昭和 8 年〉



*龍太は， nO 万分のー登JJlj図幅J 作成の目的で，との地域をふくむ広い地域の

地質調査に従事されたが，不幸にして完成されるにいたらたかった。

故深谷龍太は， この地方の野外調査を終え，内業に従事中に応召し，今次

の大戦で，昭和 20 年 3 月に戦死されたので，貴重な資料は未公表のまま残さ

れることにたってしまった。

筆者が今回の調査をすすめてゆくに当って，同氏の遺された資料に稗益さ

れたことの少くなかったことを銘記し，謹んでここに謝意を表するO

報告に入るに先だち，野外調査の一部を担当し，地質図完成のために援助

をたまわった小山内照，酒勾純俊の両氏，ならびに調査助手として，力をか

して下さった北海道大学地質学鉱物学教室熊野純男氏に厚く感謝する。また

北海道大学珂.学部地質学鉱物学教室の石川俊夫・湊正雄のTdU博士~よび舟橋

三男助教授には，種々ご指導を添うし，とくに湊博士からは第四系の層序の

樹立にご教示をうけたところが少くなかった。また魚住儒学士には化石の鑑

定を老願いした。さらに， ER別図幅作成中の斎藤昌之氏にはいろいろ友問題

で討論をゐ願いし， うるところが多かった。とこに上記の人々に，深甚の謝

意を去する。

たゐ，野外調査に際して，いろいろ便宜をはかられた白老硫黄鉱業所の各

位に，深く;B-tし申土げる。

第 1 窄位置~~よび交通

この図幅のしめる地域は，北緯 42°30'--42°40'，東経 141 1ー5'--141°30' の

範囲であって，北に支勿湖があり，南は太平洋にあらわれている O また札幌

市からは，南方約 60km の距離にある箇所であるむ地域のほぼ中央に，北西

から東南に流れる別々川があって，行政上とれを境として，東は苫小牧市に，

西は白老郡白老村に編入されている O この地域の最も大きい村落は白老市街

事 深谷龍太: 10 万分の l 登別地質図幅・北海道工業試験場業績(未刊行〉
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地で、，村役場むよび、白老営林署がjなかれている。このほか，太平洋岸に沿い，

ニシキ才カ シヤ，..イ ハギノ

東から錦岡・社台・荻野などの小部落があるが， これらをのぞいては目ぼし

*
い部落はない。

室蘭本線はこれらの村落を縫い，べつにこれに平行して，旭川~室蘭問団

道第 27 号が通じているO このほか各河川に沿って道路はあるが，林産物の

運搬をのぞいては一般に利用度も低く，路面の手入れも不充分なようである。

例外は白老川に沿うものだけで，これは図幅外にある日鉄鉱業日鉄白老鉱山

(褐鉄鉱床)治よび、白老硫黄鉱業白老硫黄鉱山(硫黄鉱床)の拡石運搬に利用

され， トラックが通っている。

第 2 章気 候

北海道の太平洋岸一帯は，春から夏にかけて海霧にみまわれることが多し

この地域もその例外ではない。そのためこの期間は晴天が少し一般に低温

多湿で、ある O とれに反して冬期は北西の季節風が卓越しているが，徳舜瞥山・

オロフレ山たどが岡幅外の北西方にあって，北東一南西の屋根をつくってい

るので，これにさえぎられて，降雪は少く快晴の日が多い。 空気は乾燥して

いるが，冬期の北海道としては，めやらしく温暖なところとされている。

第 3~草地 形

概観すると，この地域は 3 の地形区に大別される。 すなわち(1)隆起台

地とでもいわれるような地域で，段丘面の発達が良好な丘陵地， (2) 神前火

山の裾野， (3) 各河川・海岸にひろげられた沖積地である。

車 太平洋岸に点在するこれらの部落は，むかしは漁場主して栄えたが，最近では漁業の

不振のために，部落民は柚犬など‘になって出稼しているのが現状である。主たこの地

帯に，海岸をのぞ v 、ては村落が発達していないのは，大部分が丘陵地で， しかも J手ρ

浮石層でおおわれ，腐植土{にこ乏しくυ，地味が1貯f在}予tれ4せf て

いこ左clに'-こよつて，農耕地として不適当なためてで.歩あJ ると考えら iれL る。

- 3 ー



(1)は海岸から山側に向。て，漸次高度をまして最高約 500m にむよぴ，

:isもに第四紀層によって，構成されている地域であるO これらの丘陵地には

数段のあきらかな段丘面が識別されるが，そのうち顕著たものは，高さ 50m，

180m'"'-'200111むよび、 300m 内外の 3 つである。

との段丘面はあとからのべるように，いやれも砂際層をのせているが，全

域を通じて， この丘陵地の上回を支勿泥熔岩が厚くむ拾っているために，礁

周は多くのは、あい，わやかに河岸に沿いてみとめられるだけである。また，

との地形区では各河川の上・中流部に新第三紀層があらわれている O

(2) (土地域の北東部をしめ，段だらかな斜面をもって，北方から南または

西に rrl] って，ゆるく傾斜し，典型的な裾野を形成している O この裾野をもた

らした博前火山の噴出物は，前にのぺた(1)の段丘面のもっとも新しい面を

も明らかに%5' :J;~って会り，きわめて新樹の噴出によるものであることは疑問

の余地がない。

(3) は前にのべたように，各河川の沿岸にひろがっている低地告よび海岸

平野を意味している。

白老川の沿岸に低い段丘面が，ときには数段発達しているが，これは前に

のべた 0) の丘陵地を構成する最低の段丘面形成以後のものである O

また海岸には高さ約 5m'"'-'6m の砂丘が細長く発達し， その内方に低湿地

のみられることが多い O

これらの地形面をかりに，関東地方のそれに対比するとすれば、， (:3) 沖積

地はムに，その河岸にみられる河段丘は後関東ローム面 (PL) に， (1)の

うち :300 m 商は Dl に， 180111'"'-'200111 而括よび、.5 0 m 面は Du に対比される

キ

ものであろうと考えられる。

水系は，前にもふれたように，い守、れも北西から東南に向って流れている

ニシタツザ オポ・ 7 ザ タルマイ 'ぜてツ シヤ『イ ミ〆ラ f イ

もので，錦多峰川・覚生川・樽前Jf l ・別々川・社台川・白老川・プウベツJf l ・

シキセイ

ウヨロ川・敷生川島よび、それらの支流から構成されている O これらの河川は，

*捺正雄による。

- 4 ー



図幅外の白老岳(標高 914m) に源を発している白老川をのぞいては，河川

長・流域面積・流量の小さなものであるO

た~，参考のため，各河川の流量を示せば次の去のようである。

属幅内各河川涜量一望表

I_'rh-!~".="""， .'.FT _...'.']'- .ｧ. I_"'1.--'-" ，~， k -",,_ I 平方粁当
河川名及観測地点 |流域面積 渇水流量|最大流量!リ渇水流量

(km2) ぐm打開 C〉 louz/sec> icmg/sec>

~~ .~I 1.4ラ° 2.6761
錦多峰川ぐ田中牧場) I 引引 く8月何) (1 0 月 10 日〉 i 附10

0.2831 1.0661
党 生 川〈樟前牧場) 24 戸 〈ラ月 29 日 )1 (10 月 1 日〉 1 0.0116

ム~ 1'Jill !.I721 3.588
樟前川(樟円 !j 〉 l 3121C2 月 19 日〉 (C10 月 4 日〉: Oω0ω3

.~ ~r> 1 0.8741 2.0 ララ!
別々 JII (社ム) 19.78[ un;~~<i 1' 1 I1 n:;;:'';;~i 0.0442

f1.J '/olvl (6 月 2ラ日 )i (10 月 4 日〉

I ..~"I 1. 4271 ラ.4 361
社合 川〈社台牧場) I 41.70[ 1'')n J''';-;;~I 1'111R ~'-;:;~I 0.0342".'Vi (2 月 20 日 )1 (1 0 月 3 日)[

2.803 26.416
1

白老川〈森野) 88.20 (2 月 21 日対 (10 月 3 日〉 i O0318

昭和 16 年実測資料，勇払工業地帯調査報告書，工業 j也市調査資判][ (北海道工業振興

対策委員会 19 ラO 年〕にとる D

第 4:草地質概説

この地域を構成する地質系統は，模式柱状関に示すよろたものである O

新第三紀層は，地域の北西部に分布し，主として河川の河岸にだけ露出し
シラ才イ

ている O 緑色凝灰岩・頁岩・砂岩などを主要構成員とする白老層と，多量の

火山砕屑物をふくみ，これにしばしば熔岩流をともな弓別々川層とに分けら
本

れる O 前者は司 II縫層， {走者は黒松内層に対上とされ，両者の間は不整合関係に

ある O

牢長尾巧・佐々保雄: 北海道西市部の新生代層と最近の l也史む地質学雑誌、 Vo l. 41υ9

34 ，昭和 9 年〉

ーラー
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第四紀層は下から社石川層・ィ兵多桑火山噴出物屑・森野関・段丘堆閥均屑・

支勿泥熔岩治よぴ最新期火山噴出物!普から構成され，新第三紀!脅を不整合に

会会っているO 社台川!首は，際岩を主とする社台川牒岩層と， この上に漸移

関係でのってくる社台川火山吹出物屑とに分けられ，地域の北西部に限って

分布している。倶多楽火山噴出物関は，で夫別附近に模式的に発達しているも

*
のであるが，この図幅地域にもわやかに敷生川以西の地区に，その一部が分

布しているO とれと社台川火山噴出物層との直接の関係、はわからないが，後

でのぺる珂JZミらむそらくその上位にくるものと考えられるO 森野層は，薄
ピ宇 f ライ 1・

い豆灰石層をはさむ特徴のある繰岩層を主とする森野繰岩層と，ほとんど連

続的友関係で，との上にのってくる森野火山噴出物屑とに分けられ，図幅地域

の北西部に広く発達しているO とれらの各地層の上に段丘堆積物である砂踏襲

屑がのってゐり，さらに特徴のある絹糸状光沢をもった多量の浮石を合むい

わゆる支坊泥熔岩が，ほとん E この関幅の全地域にわたって分布しているO

最新矧火山噴出物層と呼ぶものは，沖積世あるいは歴史時代の活動による樽

前火山噴出物老よび、火山灰層で，地域の東部と南西部とに，とくにいちじる

しい発達を示している。

第 52戸新第三紀層

新第三系は，白老層ゐよび、百Ij々川屑に分けられる O

シラオイ

I 白芝-層

との地層は，地域の北西部に分布し，ポンベツ川島よび、社台川の河岸では

N100E"",N 300\V ・ 14°ES"'"16°EN の走向傾斜を示すO ボンベツ川下流:t-よ

び社台川上流の 2 地点で観察したところでは，前者では別々川屑にふくまれ

*斎藤目之ー小山内照: 同市北海道東部地域の地質(第!報・設別泥流につし、ての 2，

3 の問題〉。北海道地質要報 No. 20~19 ラ2，昭和 27 年〉

*斎藤昌之・小山内照・酒匂純俊: ラ万分の i 登別誼泉図幅説明書。(1953，昭和 28 年〉

料第 6 章第四紀層][ f具多楽火山噴出物層参照。
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る集塊熔岩によって，後者では同屑の砂岩・凝灰岩互層によヲて，それぞれ

不整合に者会われているO

白老層は上位より次のような層序を示しているO

rb2 上部屑
B 砂岩・頁岩互屑(←

lb1 下部層

(U3 凝灰岩層

A 緑色凝灰岩屑(句角牒凝灰岩層

lal 石英粗商岩質集塊岩層

A 緑色凝茨岩麿

との地層は，ボンベツ川の支流クスリサンベツ沢の河床に，模式的な露出

を示し，とこではほぼ、 NI00E ・ 20 0SE の走向傾斜を示している。

a1) 石英粗商岩質集塊岩層: 緑色凝灰岩層の最下部を l わるもので，石英粗商岩

の礁の聞を凝灰質物質で勝手 Jf した灰縁色の集塊去である。ときに{土厚さ 2m 内外の凝灰

岩層もはさんで ν、る。厚さおよび下限 it ，不明である。

a2) 角磁鑓友岩層: 前記の集塊岩層主は漸移的関係にあるもので，角喋貨の凝灰

岩を主要構成員と仁口、る。角礁の大部分(土，石英粗面岩および黒色Ni板岩である c 厚

さは不明であるが 40m 以上て司ある。

a3) 韓友岩層: 灰緑色の凝灰岩と砂持とを主体主するもので y 上部(よ暗灰色の凝

灰質頁岩主正層して，つ ν 、 l'こは説灰質の砂岩・頁若の五層に漸移する。厚さは 100m で

ある。

B 砂岩・頁岩互屠

凝灰質頁岩・凝灰質砂岩訟よび、機岩より怠るもので，ボンベツ川の河岸

と社台川上流の河岸とに露出しているO 乙の附近の一般走向と傾斜とは，

N400E ・ 14°SE--N200'V• 14°NE であるO 模式的な露出は，ポンペツ川と

クスリサンベツ沢との合流点台よび、その下流の河岸でみられるが，合流点附

近では，第四系の森野層によって;t-.:jなわれ，下流では別々川層の集塊熔岩に

よって会会われているO 厚さは 200m であるO

との地層は，岩相からさらに下部と上部とに細分される。

b1) 下部層: 暗灰色の中粒ないし細粒の凝灰質砂岩および灰色の砂質頁岩の互層

を主土するもので，砂岩にはしば L ば炭質物をふくむく第 4 図版第 l 図J。厚さは 120m

である。なおこの地層の灰色の砂質頁岩中から若干の化石を採集した。

- 8 ー



ボンベツ川

Veneγicαγdiα sp. indet.

Tαγα ssp. indet.

Neptune α ，qp.

社台川

Periplom α be 狩hoe n. sis (YaK.)

b::l) 上部層: 灰緑色の中粒な u 、 L 粗粒の砂岩および傑岩主主体とする。この諜岩

を構成する磯山変朽安山岩と輝石安山岩主主主するが，少量の石英粗商岩の擦もみら

れる。ボンベヅ川中流の河岸ナ[. .J:"で(む砂岩・の a部は喋岩と同時呉相の関係を示 Lでい

る王ころもあるぐ第 3 凶版 )0 厚さは 80m である。なおこの地層(灰緑色砂岩層〉から

も保存:が不良でふるが，次のような化石が採集された。

ボンベツ川中流河岸

Nucul α11， α sadoensis YaK.?

Nuculanα sp.

Pectenkimu γαi YaK.?

Pecten8p.

E 別々川層

との地層も，地域の北西部に発達してむり，白老川の河岸・社台川の河岸­

5J[j々川の河底.:t-よび、樽前川上流の河岸に:N600E • 8ー--16°SE または. N--S ・

28°\" の走向傾斜で、露出している O 前にのぺたように，白老層を不整合にむ

沿い(第 1 図)， 第四系者よび、同時期の火山噴出物層によって者会われてい

るO この地層は次のような屑序を示している。上より，

C 普通輝石紫蘇輝石安山岩質集塊岩

(b8 疎質砂岩

B 砂岩・砂質凝灰岩互層 ~b2 砂質凝灰岩層

lb1 浮石質砂岩層

ム普通輝石紫蘇輝石安山岩質集塊熔岩

また最上位には，破塙質普通輝石紫蘇輝石安山岩の熔岩が発達しているこ
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第 1 圏 白老暦と別々川層との不整合闘係

5m

3

洋石宜砂岩(凝灰岩を介在する )i

2 浮石賀傑岩 ;別々川層

3 砂岩 j

4 砂岩。頁岩/J~層……...・H・..白老屑

とカまある。

A 普逼輝石紫蘇輝石安山岩質集塊熔岩

白老川の御料橋土流の河岸に， 校」式的危発達を示している(第 4 図版，第

3 図)。との集塊熔岩の礁は，晴灰色または青灰色の径 3 cnl ,...,.., 20 em の普通輝

石紫蘇輝石安山岩を主とし，ほかに緑色凝灰岩・石英粗面岩・閃禄岩むよび、

ホルンフェノレスなどの燥をも合んでいる O 基質は多くのは、あい凝灰岩という

よりは，むしろ熔岩であるときが多い。一般に岩相の変化のはげしいのが特

徴である O 厚さは不明で、あるが，ほぽ 70 m 前後であろうと考えられる O

岩 質: 暗灰色な ν 、 L 青灰色の多孔買な岩石で，肉眼で少量の斑品がみられる。会た

主きには時岩立岩片を顕微鏡的な捕獲岩と L てもっている。

構成鉱物: 斜長石・輝石・披璃

斜長石lL 新鮮で累帯構造が V 、ち r るし」、。輝石 l土斜方およびl:fi剰の両揮石が見られ

る。

石基(土，灰黒色のジンアイ状物質を多量にもつ波璃で，針状の斜長石主輝石主少量合

んでいる口

B 砂岩・砂質凝友岩互麿

社台川の河岸・日fj 々川上'!JfE~ よび陣前川上石の河岸危どに N3c)°E ・ 18°8E

の走向傾斜で露出しているもので，下から浮石賀砂岩・砂質凝灰岩;f.:;-よび際
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質砂岩を主体とする地層に細分される(第 5 図版第 1 図)。厚さは 250m 内外

である。

b1 ) 浮石質砂岩層: 灰白色の浮石質砂岩主主体とし，偽層が ν 、ちじる L いもので

ある o .!:.きには，径 lem-3em の浮石喋よりなる厚さ 1m 内外の浮石諜岩層を介在する。

b2) 砂質事量旋岩層: 灰白色ないし青灰色の脆弱な岩石よりなり，石英粒にとみ，

ひんぱんに植物の破片ヂ炭化した木片を合んで・いる。左きには，径 2em-ラ enl の変朽

安山長・石英粗面岩・安山岩類の磯よりなる厚さ O.ラ m 内外の磯岩層を介在する。

b3) 機質砂岩層: 灰色ない L青灰色の脆弱な岩石で，変朽安山岩・石英粗面岩・

安山岩・縁色砂岩・禄色凝灰岩および、ホルンアェルスなどの磯乞多量に合む。 L ば L ば，

厚さ O.3 m 内外の浮石質諜岩層を介在する口 この砂岩の特徴{ヱ，大きな石英粒(主き!こ

径 211un) を合むことて・ある。

C 普通輝石紫蘇輝石安山岩質集塊岩

ウヨロ川中流の河岸・白老川中流の河岸沿よび樽前川上流の河岸に露出し

ているもので，青灰色の径 1 cm--20cm の普通輝石紫蘇輝石安山岩礁を主体

とし，少量の緑色凝灰岩・石英粗面岩・変朽安山岩会よび閃緑岩の礁を含む

凝灰質集塊岩であるO しばしば青灰色の凝灰岩の薄屑を介在するa It争前に

のぺたように，最上部には普通輝石紫蘇輝石安山岩の熔岩流が発達している

が，とれについては，第 7 :7.1.の火山岩のところでのべることにするO

岩質: 青灰色な L 、し暗灰色の岩石で，土ころによりでは，多孔質な部分もみうけら

オ1..， ~長l 限で・少量の斑品がみられる。

構成鉱物: 琉璃・斜長石・輝石

きわめて琉璃質なハイアロピリテッグな構造を呈する。科長石(ヰ自形玄たは半白形を

示 L ，累 iiif構造元; 'v 、ちピる L ，、。輝石 iよ斜方およびJ-li ~tの両輝石左も少量合空れてい

w

Q 。

石基iよ，暗補色の以璃主主休止 L ，微細な針状の ~f長石が多量に合主 ~L，輝石も少し

見られる。そのほかジンアイ状の磁鉄鉱を王もなう。

第 6 j'完第四来己居

*すでにのペ?とように，この地域に沿いて丘陵性の隆起台地を形成する地質

系統は，いろいろな層準の洪積層で、あるO この洪積層は，段丘面との関係か

章地形の Ji~:参照c
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ら，新・!日の 2 の地層に分けられるO

!日期の洪積層とよばれるものは， この地域の最も高い段丘面 (Dl 面)によ

っても切られる地層で，下から社台川層，イ具多楽火山噴出物層，森野層に

細分されるO とのそれぞれの地層の間の接合関係は，それぞれ明らかに不整

合であ lる O 新期の洪積層とよばれるものは，いわゆる段丘堆積物層を意味し，

300m 面 CDl 面)にのるもの， 180m--200m 面 (DUl 面)，ゐよび、支勿泥熔

岩を介在する .50m 面 (Duz 面)を構成するものの 3 つに犬別される O

さらに，前にのべた丘陵地を解析する河川の沿岸，とくに白老川の沿岸に

は河段丘 (PI 面)の発達していることが多いが， とれの 1 昔日は，あきらかに

洪積世末葉に形成されたものであり， したがってその上にのる牒層の一部は

明らかに最新の洪積層に属している O

沖積層は，河川沿よび海岸平野にみられ，後者ではしばしば泥炭層をふく

んで、いる O また海岸の砂丘を構成する砂層もこれにふくまれる O その他，新

期の火山灰層も沖積世に形成され，重要注地質構成員として，ひろく全地域

に発達しているが，地質図では省略して jないた。次に，とれらの地層につい

て，古いものからのペてゆくことにする O

シヤダイ

I 社台川層

地域の北西部に分布するもので，社台川隊岩層と社台川火山噴出物層とに

分けられるO 社台川和よび、ボンベツ川の東方で，前にのぺた日Ij々川層を不整

合に，直接括和っているととが確認された。た:t'1具多楽火山噴出物層との直

*接の累重関係は不明で、あるが，いろいろの点から，やはり不整合と推定され

る。

A 社蓋川磯岩層

この地層は，ボンベツ川の東方kよび毛白老川・社台川などの沿岸に(河

底または河岸)模式的な発達を示しているO 磯岩・砂岩を主とし，わやかに

*倶多楽火山噴閃物の項参照。
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凝灰岩・浮石質際岩・泥質頁岩などの部分をはさむ(第 5 図版第 2 図)。全体

として，岩質の変化がはげしく，水平的に同一岩相を追跡することは困難で

ある。しかし大体において，下部には磯岩が卓越し，中部は砂岩・浮石質磯

岩にとみ，上部は凝灰岩からなるという層序がみとめられるO 厚さは 40m

内外であるO

蝶岩層: 安山岩・類の擦を主主し，少量の石英粗面岩および緑色凝灰岩な rの礎をとも

なう。 擦の大きさは 1cm_ラ CDl であるが，所によっては， It、ちビるしく相違して u 、

る D

砂岩層 粗震な青味を帯びた暗灰色の砂岩を主主するものである。この部分も岩相の

変化がはげしく横に追跡して行くわ しだいに砂質頁岩層に移りかわることがある。

下部に近く年輸の明らかな炭化不充分な埋木がみ主められる。

浮右質磯岩層: 径 3cm-35cm 程度の浮石磯からなる礎岩層を主としているロこの礎

岩層はときには濃緑色の色調を示している。

韓友岩層: 灰色の火山灰層で，偽層の発達がいちじるしい。

B 社蓋川火山噴出物麿

社台川上流に模式的危発達を示すほか，毛白老川・ウトカンベツ沢・別々

川上流などに限られて分布しているO 恐らしこの地域に:t-ける洪積世最古

の火山噴出物層であるO

この噴出物層は，黒色の色調を治び，黒色の多孔質な普通輝石紫蘇磯石安

山岩礁を同質問色の粗薬会な火山灰で埋めたものであるが，下部と上部とでは

多少，岩質を異にしているO す危わち，下部は比較的軟く， しばしば，厚さ

0.5mm---2mm 内外の浮石層を介在しているのに対し，上部では浮石層を欠

き，逆に不明瞭ながらも柱状節理がみられ，流理構造も発達し，全体として

泥熔岩を思わせる部分が少くた Eい。厚さは 60m 内外である O

なjな，前にのぺた普通輝石紫蘇輝石安山岩の礁は，普通 1 em---l0em 大の

ものである O との他変初安山岩の磯も少量みとめられる O

この噴出物層の上位には，イ具多楽火山噴出物層をかいて，森野層が直接の

るのが普通で、ある O

岩 質: この火山噴出物層の主要構成員である安山岩礁:む黒色の多孔質な岩石で，

肉眼で少量の斑品がみられる。
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構成鉱物: 破璃・斜長石・普通輝石・紫蘇輝石

裁璃質でハイアロピリテヅグ構造を呈 L，流理構造は余り明らかではな u、。斜長石は

自形玄たは半白形を示し，融蝕されている。支た破砕されて細片主なっている場合も

ある。輝石(土斜方および単斜の両輝石左も融蝕されている。紫蘇輝石はほ左んら多

色性を示さない。

石基i工， i炎禍色の破璃を主とし，長柱状ない L針状の科長石じ輝石類とを少量合ん

でいる(第 8 図版第 2 図ん

クツタラ

E 倶多楽火山噴出物層

ζの火山噴出物層は図幅地域の西南方，登別地方では良好な発達を示し，

ひろく分布・しているものであるが， この地域では西南の一角に，わやかに露

出しているにすぎたい。
牢

層序も主として登別地方で樹立されたもので，下からランポーヂ浮石層・

登別泥熔岩・ポンアヨロ浮石層に区分される。

社台川層との直接的友関係は不明であるが，前にのぺた社台川噴出物屑を

構成するきわめて特徴のある黒色多孔質の普通輝石紫蘇輝石安山岩際が，ラ

ンポーグ浮石屑にふくまれるほか，奇別泥熔岩中にも捕獲されているので，

社台川層よりも新期のものであることが容易に推定されるO また，森野層は

ポンアヨロ浮石屑を敷生川中流のと当別で、，不整合にむ沿っていることが確認

されているO したがって，倶多楽火山噴出物層は，社台川層以後，森野層以

前に形成されたものであることは疑問の余地がない。

A ランポーゲ浮石麿

敷生川の西岸に良好な露出を示しているO との地層は， ~なびただしく多量

の浮石をふくんで、いて，浮石質集塊岩層とよびたいようなもので，分絞作用

の跡は歴然としてゐり，浮石は下部にくらべて，上部程小さくなる傾向を示

しているO 厚さは 40m 内外であるO とくに最上部はほとんど通常火山灰と

かわらない岩質を呈しているO 紅会上部にはしばしば厚さ 20cm 内外の軟質

の泥岩層をはさんで、いるO

本斎藤昌之・小山内照: 前出。
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B 登別泥熔岩

敷生川下流にわ宇、かに分布するもので，いわゆる泥:溶岩であるa }享さは 5

m.........lOm以上であるO 岩質はところによって多少.の差異があれ浮石や安山

岩磁をふくむ集塊岩状を呈する部分や，ほとんど火山岩とみられるような部

分があるが，顕徴鏡的には， ともに破璃質の普通輝石紫蘇輝石輝石安山岩か

らなっているO た治，岩質の詳細については第 7 宰の火山岩のところで別に

のぺるO

c ~ンアヨロ浮石層

岩質はランポーゲ浮石屑にきわめてよく類似する地層であるが，登別泥熔

岩の上位をしめるもので，厚さは 100 III内外で、あるO 構成物質は浮石際会よ

び火山灰で、，ほかに灰長石の大きな結品をふくむのが普通で、あるO また上位

にはしばしば， i手さ 50cm 内外の安山岩燥にとむ機層や，厚さ 2m 内外の淡

紅色のきわめて粗葉きな凝灰岩を伴っているO

阻森野層

この地層は，地域の中部台よびjじ西部一帯に広く分布しているもので，森

野際岩層と森野火山噴出物層とに分けられる。

A 森野穣岩層

敷生 !I Iゐよび、ウヨロ川流域ではN30oE.........N65°E ・ .5°SE -----15°8E ，白老川

の西方地区では N4QO¥V.........N45ーYV•BONE.........12 vNE ，社台川の川岸では N3( )O

\V.........N400\V ・ 12°S\V.........23°S\V ，樽前川上流では N600E ・lO OSE の走向傾斜

を示している(第 5 図版第 3 図)。

前にのぺたように， この地層はウヨロ川の西方地区で倶多楽火山噴出物層

を命令い，森野むよび、ボンベツ川では新第三紀層に直接のり，社台川者よぴ

ウトカンベツ沢では社台川層をむ沿い， 下位層に対しては，イ可れも明瞭な不

整合関係を示している O

この地層を構成する岩石は主として，種々 の際岩で，それに砂岩むよび砂

質頁岩をまじえているのが普通で、あるが，概観すると，最下部は燥岩層，中
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部は浮石質jf~S岩層，上部は浮石質砂岩層というような層序を示しているO 中

部の浮石質探岩層と上部の浮石砂岩層との間には，ほとんどすべての露出

で，豆灰石を合む部分がみられ，また年輸の明瞭な炭化木の介在することが

観察された。厚さは [)O m であるO

輔岩層: 森野礎岩眉の基Iff部主構成し，おもに安山岩礎よりなる礁岩であるが，特徴

的な社台川火山噴出物の灰黒色普通輝石紫蘇輝石安山岩機も合み，主きには黄鉄鉱化

作用のいちじるい、交朽安山岩の傑ゃ，黒雲母花市岩の擦もふくんでいる。

浮石質磁岩層: おもに灰白色な v 、し帯黄禍色の浮石礎よりなる諜岩である。浮石擦の

大きさ Il 5em 内外のものが多く，礁の中には輝石や磁鉄鉱の結晶がみ止められるロ

浮右質砂岩層: 偽屑の発達方 \V' 、ちじるしいもので，灰白色ないし時紅灰色の粗粒な浮

石賀火山灰かむでさており，かなりの分紋作用を受けた安山岩の小磯を多量に合んで

句

し、 00

B 森野火山噴出物麿

白老村字森野i~t.ittに模式切な発達を示すほか，ウトカンベツ沢・社台川・

別々川・樽前川などの河岸に露出している(第 6 図版第 2 関)。社台川火山噴

出物屑と止なじく火山砕屑物よりなるものであるが，色調は全く異なり，社

台川層が黒色であるのに対して，全体として淡紅色をむび、ているのがいちじ

るしい特徴であるO またこの地層の中に合まれている同さの種類も社台川層と

は違い，径 1eJU----I0em 程度の変朽安山岩・輝石安山岩・角閃石安山岩・頁

岩宏どを主としている。 尽さは 70m 内外である O

たj;-， この火山噴出物屑の下??むには，ときには破璃質安山岩の:溶岩流があ

るO これについては第 7 平の火山岩のととろでのぺる O

との火山噴出物屑と段丘面との関係は，方々で観察される。す友わちポン

ベツ川支流，標高 300m の地点では，高位段丘堆積物と考えられる厚さ 5m

以上の砂際屑に不整合にゐ jなわれている O また別々川上流，標高 200m のと

ころの露出では，厚さ 7m 内外の中位段丘陳屑にむ拾われ，さらにその上を

支坊泥熔岩が湛流しているのがみとめられた。したがって，この火山噴出物

はこの地方の最も高位の段丘西形成以前のものであるととは，ほ V~f 確実であ

る。

岩 質: 大部分が放璃で，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・磁鉄鉱@角閃石・石英など
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の ;1、粘品がみとめられる D

制長石(ヱ，ほとんど融蝕形を示 L ，そのほか破砕された細片主してみられる。輝石は

斜方および単科の両輝石とも，融蝕子院を示 L，磁鉄鉱を包裏している口大部分を占め

ている疎璃lh 柄色の粒状を示 L，浮石を多量に合んでいる口角閃石・石英はきわめ

て少量であるく第 8 凶 IVi第 3 図および第 4 図)0

IV 段丘堆積物層

隆起台地ともいってよい丘陵地には，高度を異にする 3 つの段丘面 CDl ・

DUl ・ Du ョ)が識別され，それぞ、れ際屑をのせている O このほかに， この項目

で支勿泥熔岩をとりあっかつてむく。支勿泥熔岩は方々の観察によって，こ

れら 3 つの段丘町のうち， Dl :f5'"よび、 DUl 面をヰラ jなうことは確実で， DUl 面

形成以後のものであるからである。な長，洪積世末葉の形成と考えられる河

段丘際層についても，ことでのべるととにする O

A 高位段丘堆積物麿

高度約 300m 内外の平坦固にのる磯層で，広く分布しているらしいのであ

るが，この地層の上回を支勿泥熔岩が厚く沿沿っているため，実際に観察さ

れたのは，ポンベツ川沿よび、社台川上流の両地点だけであるO

そとでは，磯層は 5 ln .--., 10 m の厚さを有し，森野屑または社台川屑を不整

合に;t-むい，支勿泥熔岩に j号沿われて露出している O

この段丘堆積物屑の主構成員は，際屑を主体とするもので，は経 3cm-...

5eill の安山岩際を主とし，基質は浮石または砂からなっている O 一般に偽層

カミいちじるしい。

B 中位段丘堆積物層

高度 180 m .--., 200 III の段丘面にのる程表層で， これも広く発達しているらし

いが，その上回をな沿って発達している支勿泥;溶岩のために，実際に露出し

ている地点は多くはない。しかしそれでも，社台!i f ・別々川沿よび、樽前川の

上・中流の河岸の急崖には，その存在が明瞭にみとめられる O

機屑は厚さ 10m 以上で，礁は経 3cm .--.， 5cm の安山岩献を主とし，基質は

粗粒な砂、むよび千子石賀砂，または火山灰たどである。
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C 低位段丘堆積物層

丘陵地に発達する高度 50m 内外の低位段丘面にも，傑層の発達がみられ

るO この際層は，上記の高位または中位段丘傑層のばあいと同じように，下

位層とのi習に明瞭な不整合を示して.t;-り，その間に侵蝕間際のあったことは

明らかで、ある。

ところで，この低位段丘傑層と後でのべる支勿泥熔岩との関係は興味深く，

ある所(白老市街地北東方約1.5km の丘陵地)では低位段丘機層が明らかに

支勿泥熔岩をおむっているが，他のあるととろ(ウトカンベツ川中流)では

支妨泥熔岩が磯屑の上にのり，また他のある箇所〔ウトカンベツ JWF流)で

は低位段丘磯屑の中 l自に支;妨泥熔岩が位置しいるO これは要するに，支第泥

熔岩は，下位段丘磯麿堆積中のある時期に溢涜したものと，結論されるので

ある。地質図にむいては，とりあえ宇便宜的の処置として，低位段丘牒層を，

支勿泥J溶岩をはさんで 2 つに分け，下位のものを T如上位のものをもb とし

て塗りわけでむいた。しかし， これらの牒層の性状には，いちじるしい差異

をみとめることはできないので、あって，ともに径 0.5cm ，"，-，，i5cm の安山岩磯を

主体とし，偽屑にとみ. うすい浮石層や砂鉄!吾を伴っているO

D 支第泥熔岩

支JjJ'j湖を中心として，各地域に広く分布する泥熔岩は，従来，支勿泥流と
本

呼ばれてきた。この地域に拾いても， この分布はほとんど全域にわたって，

広くひろがっているO 岩賞はやや変化にとみ，あるととろでは普通の熔岩と

かわらないような外観を呈しているが，また他のある所では凝灰岩のような

観をあたえているO このようなわけで，一連のものでありながら，札幌市郊
牢*

外たどでは，従来，石山凝灰岩または月寒凝灰岩の名称でよばれたようた部

分もあるO

*-F斗米俊夫: 前出。

鈴木酢・下斗米俊夫: 前出口

判長尾巧: 札幌~宵小牧低地帯。(石狩低地帯〉矢部教授還暦記念論丈集(1940，昭和

!ラ年〉
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との地域でも ， JI母位都jには全くー続きのものとして追跡されるにもかかわ

ら宇， との泥 J溶岩は，ととろにより外観上，溶岩・集塊岩または沼石質凝灰

岩というような変化を示すことがある。

社台台地では，別々川上流の詑(営林局!蔽合の建っているま:肢の流)でみ

られる上うに支勿泥;溶岩はいくつかの部分に細分されるような外観を呈して

いるO すなわち下から(1)安山岩の角礁やスコリアを多量に合む黄褐色の

軟質な凝灰賀集塊岩状のもの (Tn心， (2) 流通!構造が発達Lて黒曜石のはさ

みを有しJ溶岩流のような外観を呈する凝灰角線岩状のもの(1'叫)， (3) 浮石

賀集塊岩状のもの (Till:» ，むよぴ (4) 柱状節理が発達して，熔岩流のような

外観を呈しf 安山岩のi探を多萱に合む凝灰質角球岩状または凝灰質集塊岩状

のもの (Tm4) の 4 つの部分にわけられる(第 6 図版第 3 図)。また白老市街

地北方の丘陵住山地では，下部は低位段丘堆積物である砂礁周より漸移する

ような外観を呈し(第 2 図)， (1)安山岩の角礁を少量含み，浮石礁にとむ，黄

褐色ないし灰色の凝灰質集塊岩 第 2 園低位段丘堆積物層と支額泥熔

状のもの (Tm/) ， (2) 流理構造 岩との漸移関係
「一一一ー

が発達しとくに浮石にとむ“は

さみ"を合み， tt{状に剥離する

特徴をもっ凝灰質角際岩状のも

の (Tm:;') ， (.'3)浮石質集塊岩状

のもの (Tml) ， (4) 熔岩流のよ

うな外観を呈し浮石礁を多量に

合む凝灰角磯岩状のもの (Tml)

治よび (5)・浮石礁の聞を火山灰

森野火山噴出物層
で埋めたきわめて軟質な集塊岩

G: 磯層1
状の火山灰 (Tm;;りからなって s: 浮石賀砂 j 侭位段丘堆積物屑 (T3a)

いる O 両地点に;t-ける泥熔岩を Mf: 支坊泥熔岩

対比すると1' m1 は rrm]' に，1'，凶は T叫F に， Tm3 は rrm s'に， T11l4

れぞれ対応するものであろう(第 3 図)。
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第 3 園支@J泥:溶岩の桂賦圏

別々川上流営林局廠舎左 白老市街市北方の丘陵性

肢の沌 (標高 200 米〉 山地 (標高 100 米以下〉

(縛;fI， 200 米)

:Ms: 森野火山噴出物層

T::l:中位段丘探層〈禍鉄鉱の薄層

をはさむ〉

Tm : 支坊泥熔岩

Tml: 黄禍色D 軟買な凝灰岩

状。浮石，安山岩礁を

店、，.誌

1'1 UO

Tm己:流理構造発達。黒曜石

のはさみを合むD 熔岩

流のような外観D

Trn3:浮石賀集塊岩状

TIll4.:柱状節理発達。熔岩流

のような外観。 凝灰質

角礎状立たは凝灰質集

塊J伏D

{ヰ繋島 100~j式下)

t
J

甘
川

アι
1
4

‘
勺

6

ad

Tm3 ,

e

~刀η
1m;'

:M2:森野火山噴出物層

T3a: flk 位段丘磯層 (a)

Till: 支坊泥熔岩

Tm]': 黄禍色ないし灰色の軟

質な凝灰質集塊岩状。

浮石に主む D

Tm2': 流理構造発達。浮石の

細長 ν 、はさみを合む。

板状にはげる。安山岩

の角撲を多量に合む。

Tm3 ': 浮石賀集塊岩状。

Tml::熔岩流のような外観。

凝灰質角操岩状 c

Tn 〆:浮石礁に主む火I-U灰 o
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また社台台地では ， J存岩流の外観を呈する tf~分が厚く，軟質で、集塊岩の外

観を有する部分は比較的にうすい。これに反して白老市街地北方の丘陵限山

地では，熔岩流のような外観を呈する部分は薄く，軟質で集塊岩状のものは

厚くなっているO この泥熔岩の厚さは最大 100 m 内外であるO

E 河成段丘堆積物層

白老川の沿岸には数段の河段丘が発達しているO いす叫しも隆起台地向.を新

しく切って形成して jなれ ことにはそのすべてを一括してとりあづかって~

く。段Ji[t'll上には際層(ときには 1m に達する安山岩際をふくみ，ときに泥

土層を介 tEする)を伴うほか，最毛Irの時代に属する扇状地堆積物または，最

新の火山灰層によってゐjなわれているO 後の 2 者は地質図では宥略されてい

る。

V I障すII火山噴出物

地~xの東北部に，得前火山の裾野を構成する厚い火山噴出物が広く分布し

ているO 構成員の大部分は，浮石・スコリアむよび火山灰であるが，そのう
牢

ち浮石がとくに多い(第 7 図版第 2 図)。このことは古くから有名であった。

従来の主性調査で明らかにされたように，比較的下方に火山灰むよび、スコリ

**ア流が卓越し，上方に浮石屑を主とするような屑序がみとめられる O

しかし場所によって，多少の差異がみとめられ，集塊岩・集塊質凝灰岩あ

るいは凝灰岩というような外観を呈するところもある O

この噴出物の時代については，樽前川で、支坊泥 a昨岩をむ拾い，錦司北方の

台地では，低位段丘陳屑(特に TSb ) を命令っているので，最近の時代 u中積

世)のものであるととは疑問の余地がない。

次に岩質について若干のべる O

*B.Roio: OntheVolcanoesofJapancII. 地質学雑誌， Vol.24(1 916 ，大正 4 年〉

料 iflj 上啓太郎・山田忍・長沼祐二郎: 北海道に.:L;げる火山灰に関する調査，第 i 報・

東部胆振国における火山灰の分布について口火山 Vo l. 1, No.3(1933 ，昭和 8 年〉

上方の浮石層はこの論文の中でのべて\，- ~る，樟前統 C， D に相当するものと考えて u 、

90
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火山茨: 黒灰色の中粒ない L粗粒の火山灰で厚い層状の堆積をなし，浮石礁を多量に

合んでいる。鏡下では破璃のほか斜長石・輝石な rの細粒を合んでいる。

浮石: 決紅色玄たは灰色を呈 t，細粒で多孔性がややいちじるしく，砕け易いもの

である口

スコリア: この岩石 l工大形で，浮石粒にに比較して概しで稜角に宮むものである。タト

観(之黒柿色で，岩質(土波璃質普通輝石紫蘇輝石安山岩である。

鏡下の臨察: ほとんど、ジンアイ状の波璃からなり，この中に斑点状に剥長石・普通輝

石。紫蘇輝石がみ止められる。斜長石lh 曹灰長石な u、し亜灰長石で半白形を呈する

が，細片として合主れている場合が多い。普通輝石および紫蘇輝石も，自形な u 、 L 半

白形を呈するが，破砕された形を示すものが多い口

'1 沖積層

沖積層をわけで， (1)沖積原野を埋積する砂礁屑， (2) 海岸に発達する砂

丘構成物， (3) 丘陵地の河川にのぞむ部分に新たに発達する扇状地堆積物，

(4) 新期火山灰層，などとする(第 7 図版第 3 図)。このうちは)岩よび、 (4)

は，地質図に塗色するのを省略した。

(1)は，各河川に沿うもので発達がいちじるしい。砂磁の根源は，基盤の

第三系または第四系である O 白老川ではとくに緑色凝灰岩や変朽安山岩僚が

いちじるしい。また海岸平野をうめるものには，所々に黒色の腐植土をはさ

み，また泥岩を伴っている o (4) の火山灰層は史前時代から歴史時代にわた

るもので，周知のように，すでに土壌学的な検汁が行われている O 噴出源は

*樽前火山のようであるが，有珠火山もあるということであるO

第 7 章火山岩

前にのぺた新第三紀屑士たは第四紀層のうち，とくに火山岩について，若

干の説明をして去く。

新第三紀に属する火山岩としては，ヨII縫統に相当するとみている白老層中

に，熔岩流として発達する変朽安山岩，黒松内統に対比される別々川層の上

*向上啓太郎・山田忍・長沼祐二郎: 前出。
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部に，熔岩流として存在する普通輝石紫蘇輝石安山岩とがあり，第四市己に属

するものとしては， i'共積世の攻璃質安山岩の熔岩流会よび、 2 つの泥熔岩があ

げられる。

ι且s

若干 f重 民! 状 時代

I 変朽安山岩 I ~ff岩 ME

E 普通輝石紫蘇輝石安山岩(熔岩流

亜登 別 ?尼 熔 岩 J 泥熔岩。凝灰岩状の正ころもあ

l る。流理構造が発達する。

IV 破璃質安山岩 J 熔岩流

V 支 坊 i!E 熔 岩 l 泥熔岩。集塊岩状京た i之凝灰岩状
の左こ λ もある。柱状節理・流理

i 構造が発達する。

I 変朽安[-it岩

新第二三紀

第同紀

(洪積世〉

との岩石は，白老村字;森野の西方の山地長よび、白老川の御料橋から上流約

150111 のがJ岸に，良好た露出をしめしているO 御料橋の附近では，断屑で緑

色凝灰岩層と接して去り F 森野の西方の山地では，緑色凝灰岩屑の上位に熔

岩流として発達している(第 4 図版第 2 図)。

この岩石は，晴緑色紋密訟もので，板状の節王阜のま発達し， とくに黄鉄鉱化

作用をいちじるし〈ろけている。

斑 晶: 宰I長石〉紫東京輝石=帯道輝石

右基: 斜長石。紫蘇輝石。普通輝石

鏡下の観察: 波璃質でハイアロピリテツグ構造を呈する D 斜長石は，由形ないし半白

形を示 L ，を〈汚染されて曹長石イヒ L ，磁鉄鉱を包裏している。輝石は，斜方および、

単斜の荷輝石主も大部分が禄?尼石に交っている D 全た 2 次的鉱物王 L て，大型の黄鉄

鉱がみられる。

石基;工，長柱状ナよい L 全!っ氏の科長石の間を ， i炎禍色の波璃で埋めたものである。

E 普通輝石紫蘇輝石安 WI岩

この岩石は，前にのべたと;t--り，層位的には別々川屑の上部を占め，安山

岩質凝灰集塊岩を!溶岩流として台jなっているものであるO 樽前火山西山の南

--23 ー



方約 2km にある三角標高 625m 山をつくっているほか，得前川上流の河岸

にも露出しているO 暗灰色または青灰色の粗影な岩石で，ところによっては，

多孔質であるO

斑品: 斜長石・普通輝石・紫蘇輝石

右基: 琉璃・斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: 斜長石斑品の多いハイアロピリテヅグ主た i之ピロタキシテツク構造を呈

している。斜長石(士大形の卓状を示 L ，曹灰長石~亜灰長石(、らいの成分で，累帯構

造はあセリみられな ν 、。輝石は斜方および‘王手斜の両輝石土 t ，禄泥石 fヒして新鮮なも

のは少くなじ磁鉄鉱を包裏 Lv 、る。

石基(二，暗伴J色のジンアイ状物質を多量にふ〈む波If4で，長柱状の科長石主イif黄色の

輝石類左を少量合んでいるく第 8 図版第 1 図〉。

阻 登別泥熔岩

この岩石は，供多楽火山噴出物屑のー構成員であることは，前にのべたと

治りであるO 模式地である登別附近のものにくらべて，この図幅地域でみら

れるものは，灰色または暗灰色を呈して.:to !J，茶褐色ないし暗灰色の浮石礁

を多く合んでいて，集塊岩状を呈し，流理構造が発達している O

鏡下の観察: この岩石は，普通輝石紫蘇輝石安山岩質のものて・ある。破璃を主体とし，

斑品の量がやや多く，斜長石・斜方輝石・少量の単科輝石の他に半深成岩司様の岩片が

合玄れて ν、る。その聞をいろいろの形態を示す波璃で埋めている。

設璃 i九千や透明な蜂巣状ないし流理を示す構造をもっ塊状のものと，この聞を埋め

る鱗片状の禍色を帯びた密集体主の之つがある。

斜長石は，一般に O.3mm 内外の小さな結晶で曹灰長石の成分を示して v 、る。

紫蘇輝石は多色性弱(， --部では不透明 fとされてし、る。

半深成岩様の岩片は， ~t 長石を主体としそれに緑色の黒雲母を左もない，少量の石英

がみられる細粒の完品質岩である D

一部では斑品の量が多( ，会た大型になり石基の破璃の中に微細な科長石の結晶を生

ピ，いろ ν 、ろの波璃のやや均一になったものがみられる。これは普通輝石紫輝石安山

岩の構造主ほ主ん r呉らない構造を呈している c 斑品や捕獲岩片はさきの泥熔岩のも

の左同ビて・ある(第 9 図版第 2 図〉。

W 攻璃質安山岩(森野火山噴出物層中の熔岩流〉

この岩石は，白老川と毛白老川との合流する地点から約 lkl11上流の河岸
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と，別々川上流にある白老営林署の廠舎i~t近とに良好た露出を示している

(第 6 図版第 1 岡)。白老川河岸では，森野火山噴出物屑を構成し，滞Cv、熔岩

流としてみられるO また別々川では，断層で、新第三紀の別々川)語と按し，中

位段丘堆積物層に命令われているO

この熔岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩で， -F'r'mは陪灰色を示し，攻璃光沢

がいちじるしく，きわめて椴密であるが，上部は灰色または陪灰色の粗彩な

岩石に変るO また多孔質のところもみられ，流理構造が発達しているO

斑 品: 斜長石〉紫蘇輝石二三普通輝石

石基: 破璃・科長石。紫蘇輝石。普通路石。磁鉄鉱

鏡下の観察: この岩石 I.~，ハイアロピリテヅグ構造をもち，珠璃質のところは流理構

浩を鮮明 lご現わしている。斑品は多くは小形で，その量もいちじるしく少な ν 、 o WI長

石(土一般に半白形ないし位形を示 L ，双品や累帯構造はほとんどみあたらな u 、。輝石

は斜方および単斜の両輝左も，半白形を示 L ，融蝕されて u、る場合もある口

石基 iみ大部分がジンアイ状の物質を合む，暗十r~色の破璃が埋めて」、る。干し隙の周縁

部かじクリストパル石が品出して ν 、る〈第 9 凶版第 11盟〉。

V 支勿泥熔岩

この泥熔岩を構成している物質は，ゐもに破硝で，浮石・角閃石安山岩・

普通輝石紫蘇輝石安山岩・少量のホノレンフェルス・硬砂岩・黒雲母花両岩危

どの牒が，合まれているO 前にのべた登別泥熔岩と異たることは，との泥熔岩

には石英が合まれていて，合石英角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩質であると

とわ浮石礁は淡黄褐色または灰白色を示し，絹糸光沢をともない，流理構

造にもとづく縦条が平行に発達し，また薄板状にわれやすい特徴をもってい

ることである。

支勿泥熔岩が，凝灰岩のようた外観をもっ部分があるにかかわらや，全体

が泥熔岩とみられることは，前にのべたように住状節理の発達するととろが

多く，流部」構造もいちじるしくて，厳密にいって極度に破璃質となった安山

岩であるからである(第 7 図版第 1 図)。

鏡下の観察: この岩石は合石英角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩質のものであワて，政

璃を主体主するものである。量 lよ少いが，班品状 i こ O.7mm 内外の斜長石・紫蘇輝石・

単科揮石および少量の石英・角閃石等を合んで」、る D この位に半深成岩様の捕獲岩片
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がかならずみうげられ， 主た砂岩。頁岩等の捕獲岩片も合支れている。斑品鉱物は，

自形結晶もあるが，多くは破砕片左なって u 、る。

斑品科長石i土，わずかに累帯構造を示す曹灰長石であって，自形な L 、 L 破砕片土なっ

て散在している。

破弔jの形態、には特徴があワて，それは全域にわたってほとん r変化を示さないD 一方

向に引延された絹糸状のガラス岩片を合み，それらを埋めみのは放散虫泥土を思わせ

る形態を示す透明な政璃んその問を埋める決補色の攻璃がある。これらの聞に微細

な不透明鉱物および微細なグリストパル石の枯晶が散点する D このようなものが岩石

の三r:}本となる D

半深成岩様の岩Jj-(工，曹灰長石の斑i詰を多量にもち，その問を細粒のま:'1長石および石

英をもって埋め，少量の不透明化した角閃石を左もなうもので:ある〈第 9 図版第 3 図

および第 4 図〉。

友会木岩の化学成分は次去の如くであるO

化苧成分 Wt~; .Normイ直

Si02 65.33 Q 26.0

TiO.. .11 Or 8.3

A1203 16.0ラ Ab 27.2

FC203 2.6 ラ An 2ラ.0

FeO 2.98 、v。 .0

MgO 1.93 En 4.8

eao 5.07 Fs 3.2

Na., O 3.2ラ l¥It 3.7

IC:,O 1.48 II .2

H20C+) .58

H20Cー) .47

o勝井義雄分析*>Total 99.90

立1 8j戸地 史

以上のべたととろから， この地域の地質構成が，現在みられるようた姿を

とっている経緯がどのようなものであったかをある程度推定することが可能

*このような岩石に興味を持たれて)、る北大理学部地質学鉱物学教室の勝井義雄氏に，
特に本岩の化学分析を行っていただいた。ここに厚〈感謝の意を表する D
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4・

で、ある。

1 新第三紀

西南北海道のすべての地域がそうであるように， との地域でも，基盤を構

成するのは者そらしいわゆる古生層で，新第三妃層は中生層むよび、古第三紀

層を欠如して，その上にのっているものとみられるO す危わち長期間の侵蝕

期を経たのち，この地方は事rr第三宅己初葉になってはじめて海水下に没した。

まや白老層が堆積したが， この地層は緑色凝灰岩をはじめ，火山砕屑岩に

とんでいるO したがってこの地層をもたらした全期間を通じて，火山岩活動

が堆積盆またはその周辺ではげしかったであろうということが推定されるO

あとでのぺる黒鉱式鉱床もとの時期にもたらされたものであるO また合有さ

れている化石から判断すると， この地層がいわゆる訓縫統に対比されると同

時に，浅海下に形成されたものであることはあきらかであるO またこの地層

の上半部は，砂岩・頁岩の互屑を主とし，下位の火山砕屑岩を主とするもの

と多少岩相を異にしているが， この様子は，筆者が別に報告する予定でいる

*定山渓方面と軌を一つにしてゐり，上部は湯の沢層に，下部は白井川層に相

当するものと考えられる。

白老屑の堆積後，多少の擾乱があり，小断層，ノj、摺曲による変位をうけた

のち，若干の乾陸時代を終て，次に別j々Jf)層が堆積した。との地域に八雲屑

に当るものがみられないのはこのためである。

別々川屑は白老屑にくらべると変位の程度も小さいが，第四紀層にくらべ

ると地質構造的にも明らか左差異があり，第四系が，ほとんどかたむくこと

たしあるいは傾到したとしても小角度で、あるのにくらべると，はるかにい

ちじるしい転位状態を示しているo )Jlj 々川時も火山砕屑岩にとむととはすで

にのべたと沿りであるO 下位むよび~ _t·~.位に位する集塊岩層は安山岩貨で，い

わゆる黒松内式集塊岩に相当することはあきらかであるO

本 土居繁雄: 5 万分の l 定山浅図幅説明書。c) 953， 昭和 28 年〉
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E 洪積世

社台川層・供多楽火山噴出物屑ゐよび森野層が，段丘面との関係から，洪

積層としては古期のものであることは，すでにのべたと者りで，疑問の余地

がない。

とくに注目されるのは， (1)社台川層・イ具多楽火山噴出物層・森野層がそ

れぞれ， I間隔をはさんで黒豆ずることであり，また，とれらの各層間にも，

小間際ならびに 2 ・ 3 の侵蝕WjのあったことがみとめられることであるO

次に， (2) これら古期洪積層は，新第三紀屑にくらべると格段の差はある

にしても，段丘堆積物層群にくらべると，多少ではあるが，たj::;-{f:1'{ます;転位し

て jなり， この間に構造的な 1 時期が劃されることであるO

さらに洪積層は，社台川屑から最新の段丘堆積物層にいたるまで，火山砕

屑物にとみ，とくにいちじるしいものとして，社台川噴出物屑 -zr別泥熔岩

治よび、森野火山H貰出物層をあげることができることであるO

また，ランポーゲ浮石層。ポンアヨロ浮石居むよび森野層の下部社どは，

しばしば偽層にとみ，滞:い砂鉄屑をともなうというようたことから，たとえ

海-棲貝類などの遺骸はみあたらないにしても，海相を告もわせる部分の少く

ないことが注目され，洪積りf:手JJ葉の海浸がこの地域をも見舞ったことを推定

させるに五分である。

森野層堆積後のイ頃野j運切!ののちに， との地域に起った主要なできごとは，

間けつ的に行われた隆起運動と支拐犯熔岩の溢流であるO 前者によって，数

段の段丘面をのこしつつ， この地域一帯は隆起した。支勿泥熔岩が低位段丘

面形成時期に流れたことについては，すでにのべたとわりであるO

阻沖積世

洪積世末葉か，沖積 i生初葉に，樽前火山が誕生した。 活動は始めきわめて

旺盛で、，スコリア・浮石・火山灰などの噴出物層をもたらした。その後，活

動は微弱となったが，中止することなく現在にむよんで、いるO
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そのほか，沖積世初葉には，北海道の海岸地方の他の沖積地帯のすべてが

そうであるように， との地域の海岸平野もまた海水ー下にあった。

その後，沖積物による埋積と，僅かの上昇によって，海はしりぞいて現在

のような地形が現出することになった。諸所にみられる泥炭地は， この過程

にもたらされたものであるO

第 9 主主応用地質

との地域は，支勿泥熔岩をはじめとして，第四紀層があっく発達しているの

で，諸種の有用鉱物をふくむとみられる第三紀層，とくに白老屑(緑色凝灰

岩を合む)などは地下深く埋積されているO しかしこの地層が河川に沿って

露出している地域の北西部では，貧弱ながら，黒鉱式銅・鈴・亜鉛鉱床の存

在がしられているO そのほか，地下資源としては，海岸地帯に砂鉄があり，

各河川とくに白老川の川砂利は鉄道の路床砂利として採取され，支勿[尼熔岩

の一部は軟石として採石されたことがあるO また最近では，アツシユプロッ

クの骨材として浮石が利用されるようになってきているO 次にこれらについ

て略述するO

I 銅鉱床

現在までに発見されている鉱床は，きわめて小さなものばかりであるO 鉱

山とじては今は廃山とたっているが，大正初期に白老鉱山と称された鉱山が

あり，ほかに目下探鉱中の盛能鉱山があるO
牢

A (蓄)白老鎮山

との鉱山は，白老村字森野にあり，白老市街の北西方約 13km の地点に位

寧大日方順三: 胆振l立幌別鉱山及び白老鉱山調査報文，鉱物調査報告， No.22(1 916,

大1£ 4 年〉

この調査報丈で，大体次のような意味の結論去のべている。

「この鉱山;工，鉱量が少〈品質も優良川ぜい、えな」、。 L かも良好な部分 I~: ，すでに採

捕ずみである。 L たがって，王寺心採鉱に努力しなければならないり
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置するO 大正元年に大日方II員三によって，詳細な調査が行われ，その結果は

大正 4 年に発表されている。明治 40 年北川 i虎吉・栗林芙可の両名が共同で

試掘の許可を得たのがはじまりで，大正元年頃には，従業員約 20 名で，年間

精鉱約 80 ton を産し，小坂鉱山に約 200 ton の精鉱を売鉱した。鉱石は，方

鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱の小塊が不規則に密集したもので，ノj、坂鉱山の分析

結果では次のようた品位であったという。

塊

粉

鉱

鉱

j1~ (タ~)

0.01201

0.003681

銅(%)

3.206

1. 1 ラ6

現在では，坑道は全く崩壊してしまっているので鉱床の観察は出来ない。

ただ附近の地表露頭でみると，緑色凝宍岩をつらぬく石英の細い網状 ~jJi(が主

で，母岩の緑色凝灰岩は珪化作用と黄鉄鉱化作用とを受けている O

宅、 7 ノ*

B 盛能鎮山

盛能鉱山は， 白老村字森野にあり， 旧白老鉱山の f{J 1km 手前にあたるO

白老市街から白老川に沿って徒歩で約 2 時間半で吾IJ達するO との聞には，盛

能鉱山を経てさらに奥地の図幅外にある日鉄白老鉱山(褐鉄鉱)むよび白老

硫黄鉱山まで鉱石運搬のトラックが通じているので， このトラヅクを利用で

きるO

この鉱床にワいては， この図幅調査と同時に杉本良也によって調査が行わ

*れ.すでに発表されているO 詳細はその報告書にゆ十り，ここでは概要をの

べる。

鉱床は，緑色凝灰岩中の断層，あるいは禄色凝灰岩と変初安山岩との境を

たす断層帯に怪胎する黒鉱式銅鉱床で，御料橋東側の岸に小規模に露出して

いるO 緑色凝灰岩は，鉱体の周辺では，黄鉄鉱が鉱染して暗黒色たいし暗様

灰色を呈してむり，さらに直接に鉱体に接する部分は，脂肪光沢を有する粘

土に変っている場合もあるO

*杉本良也: 北海道盛能鉱山産ルヅン銅鉱。岩鉱 Vol. 36, No，ラ (19ラ2，昭和 27 年〉
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鉱床は，現在知られたところでは，きわめて小さなもので， (1)微細た網

状の集合体をなす場合，または (2) 粘土帯中に IOcm 内外の塊状鉱体となっ

て点在する場合，ときには (3) 塊状鉱体が幾っか集合して嚢状を示している

場合友どがあって，賦存形態は不規則であるO 構成鉱物は，黄鉄鉱・黄銅鉱・

硫枕銅鉱・四面安銅鉱・重品石・石英であるO

とのようた構成鉱物と産状とから，との鉱床は黒鉱式鉱床に属するもので

あるととはあきらかであるが，閃亜鉛鉱と方鉛鉱とを主とする黒鉱式鉱床と

は，多少趣を異にしているO

E 砂鉄

との地域の砂鉄鉱床は，噴火湾地帯にくらべてきわめて貧弱で、，戦争中に，

白老市街附近の海岸で稼行された高砂鉱山の個所をのぞいては，一応稼行の

対象として考えられるようなものは全くない。
牢

高砂鉱山

国鉄白老駅から1.5km の海岸にあるO 太平洋戦争中には選鉱場なども新

*築して稼行されたけれども，昭和初年，斎藤正雄らの調査の際には，すでに

休山していたという。斎藤正雄らによれば，賦存鉱量 2，500 ton，可採鉱量

1,500 ton が見込まれているが，丸出では稼行価値の之しいものと考える O

阻石材

との地域は，前にのべたようにほとんど全域が支勿泥熔岩で老 jなわれてい

るが，樽前川上流・別々川中流，白老市街地附近などで， との泥熔岩を石材

として切りだした跡があるO しかし， との泥熔岩は，吟別附近でみられる登

別泥熔岩にくらべると，非常に軟質でもろく，且つ風化しやすい。したがっ

て石材としては，必中しも良好なものでなく，現在では採石しているととろ

は 1 伺所もない。

牢斎藤正雄・大越寿市・中村光犬。高田精一: 噴火活在中心主そる海浜砂鉄鉱床調

査報告。北海道工業試験場時報 Vol. 12, No. ラ(1 9'15，昭和 21 年〉
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IV 浮石

この地域の地表は，ほとんど全域にわたって，新期の火山灰・浮石層に命

令われているが，とくに海岸線に沿う南部地区の沖積原では 1m 以上の厚い

浮石層がみられる。最近この浮石は，アツシュプロヅクの骨材として利用さ

れはじめた。現在， この地域で浮石を使ってアッシュプロックを製造してい

る工f易には次のようなものがあるO
牢

白老村萩里子地区

酪農協同組合プロザグ工場

年産 12 万 11~1 (~道生産額の 60 _<7の

事業面積 12 町歩，従業員 50 人

田辺軽量プロック工場

事業面積 l 町歩，従業員 13 人

斎藤プロザグ工場

白老村社台地区

樟前プロザグ工場

V )I[ 砂利

河川の川砂利のうち，利用されているものは白岩 If [(')ものだけである O

白老市街地の北西方約1.5 1>m の所にある白老砂利鉄道合資会社は，白老

川の砂礁を採取して，むもに鉄道の路床敷石として供給しているO 砂時3は，

上流地域:の地質の影響をうけて，変朽安山岩・輝石安山岩・波璃質安山岩が

多いが，少量の石英粗面岩もみられるO また泥;溶岩の破片礁も交えているが，

とれは軟質で砂手[J として不良で、あるため，採取。l祭には除外されている。こ

れらの礁のうち，径 10cm 以上のものは玉石として，ま?と径 10em以下のも

のは砂利として需要先に送られている O

*萩野地区で使用して u 、る浮石の粒!克は， 10mesh 以上のものが大体 70 ;?，jを占めてい

る D さた顕微鏡下の観察で i二，面柿色改璃からなって u 、る。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALl¥1APOF.JAPAN

Scale, 1:50,000

SHIRAOI

(Sapporo-52)

By

ShigeoDOl

(GeologicalSurveyofHokkai116)

Resume

Shiraoiisasmallvillage, ontheSouthcrncoastofHokkaid6, facing
thePaci 自c， andislocatedabout40kmeastofCity Muroran, andabout
60kmsouthofSapporo ・ This sheetistheoutcomeofthefeIdworkof

about 五fty days(fromMay1951toJulyandMay1952toJune) ・ In

thistext, thetopography, geologyandappliedgeologyoftheregionaround
thisdistrictarebrieflydealtwith, hasedmainly011hisownfieldsurvey.

TopographyandGeology

Exceptforcoastalplainandalluvialplainsalongriversandtributal 台5，

themainpartofthisareaisoccupiedbyanelevated plateau, withthe
volcanoTarumaistandingintheNorth-easterncornerofthisdistrict.

Onthiselevated plateau, thereareobservablethreedistinctcoastal
terraces,ofdifferentaltitude;thelower, middbandtheupper,respectively.
Eachofthemconsistsofgraveldeposits, whiletheplateauitselfisformed
ofTertiaryandPleistocenedeposits.

NeogeneTertiary: Althoughthebasementcomplexisknownno-

whereinthisarea, theNeogeneTertiaryofthisdistrictmayperhapslie
directlyabovetheso-callcdPalaeozoiccomplex.
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TheTertiarydepositsaredivisibleintotwomaingroups, theShiraoi
andBebetsuFormations;perhapsMiocenetoPlioceneinage.

TheShiraoiFormationis300m inthicknessandconsistsoftwo

parts:thelowerischaracterizedbysuchpyroclasticsedimentsasgreen

tuff, tuff-br・reccia andliparitic agglomerate, whiletheupperismainly
∞mposed ofalternationsofsandstoneandshale, alsobeingtufaceous:it

islocallyfossiliferous, yieldingsuchmolluscasas Velw7 ・lC αγ di αsp ， Pecten

kimu γαi YOKOYAMA, etc.:theyarecharacteri.sticMioceneelements.
The.Bebetsuformationliesunconformablyontheprecedingformation

andis~haracterized byheavybeddedpyrocIastiesediments,suchasandesitic
agglomerates, alternationsofsandstoneandsandy tu 町， etc.;pumiceous

sandstollesarcalsocommon;wholethicknessis200m.

Quarternary:λs abovestated, theelevatedplateauismainlycomｭ
posedofpleistocenedeposits, whichisdivisibleintotwogroups;thelower
groupisolderthanthehighestterracedeposits, andisdividedintothree
formations, Shadaigawa, KuttaraandMorinoFormationsinascendingorder,
whereastheuppergroupiscomposedofvariouskindsofterracedeposits,

includingtheShikotsu-mud-lava.

(Ri~~ 主/ヤ rr~ 竺bed

lLho 叩円叫竺い山(③油 s泊hi叩ko刷凶ωo叫仰ωt飴伽s側u叩叩u山刊

Middleterracebed

IHigherterracebed

- - (Morinopyroclasticbed,70m.
IMorinoFormation:Pleistocene(-.-------------------lMorinogravelbed,50m.

(Pcnavorobed,100m.

KuttaraFormaton¥Noboribetsu-mud-lava,10m.
~Ranpoge bed, 4初Om.

l s悶g…y戸roωω， ωs鍋ha叫awaF…t叫io加叶o佃吋nイ(一一 一
Shadaigawagravelbed,40m.

Pliocene{SebetsuFormation,200m.
fAlternationsofsandstoneandshale

Miocene{ShiraoiFormation,300m.{
lPyroclasticsediments

Shadaigawa formation: Thelo,ver rart, 40m illthickness, lies

一回一



unconfomablyontheNeogene-Te l'・ dary ， andiscomposedofgravels;w・ hile

theupprpart,60minthickness,ischaracterizedbyblackpyroclasticsediments
withblackandesiticash, brecciaofaugitehyperstheneandesite, pyroxene
andesiteandpropylitedominating:allblackincolour.

Kuttaraformationiscomposedofthreeparts;lyingunconformably

upononeanother. Thelower, Ranpogebedis pumiceous, and40m in
thickness. Themiddle, Noboribetsu-mud-Iava, 10m inthickness, isandeｭ
sitic;variableinlithicchara ぞte l' fromplacetoplace,sometimesagglomeratic
oreventufaceousin appearance, butusualJy massive, andlocallywith

columnarjoints. Theupper, Ponayorobed, 100minthickness, pumiceous.
Morinoformationisalsodivisibkintotwogroups. Thelower50m

inthiclmessIi 凶 unconformably abovethePonayorobedandiscomposed

mainlyofgravels; whiletheupperis fυrmed ofreddishpyroclastic

sediments,40minthickness, locallytufaceousbutsometimesagglomcratic.
Terracedeposits. Asitisalreadystated, threeterraceSarcrecog 喝

nizableontheelevatedplateau.Ofthesethehigh 円tO Il e istraceablealong

thecontourlineofabout,300 m, whilethemiddleoneoccupiesanextension,
about180 ,.....,200m high. The10¥vestterracemostcompletelypreservesits

originalneal ・ly horizontal surface, andismostwidelyextended. Allof
theterracedepositscontaingraveldepositsofvariable thickness, formed
ofpel ゐles mainlyofandesite, probablydげived fromthehighmountainous

region , tothenorthofthedistrict.

Shikotsu-mud-Iavacoversthehigherandmjddlcterrace deposits,
whileitisinterposedintothelowerterracedeposits, sugge円tiugthatitwas

formedduringthedepositioriofthegravelbedofthelowerterrace.

Alongtheriversides, Shiraoirivel' for example, riverterracesalso
develop, andarccovel 引1 bygraveldeposits. Theseterracesaredoubtlessly

youngerthanthecoastal terrace, althoughitmightalsohaveheenformed
duringthf'laterPleistoceneage.

VolcanicdetritusofTarumailiesonthe]o¥vestterracedepositsand

itisfarfromdoubtfulthatthevolcanoTarumaibeganitsactivityatthe

dawnoftheAlluvial, orinthelatestPleistoceneage.MaterialSofthese
volcanicdetritusareash, pumice, scoriaeetc., whichremainunconsolidated.
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Alluvialdepositscoveringthecoastalandalluvialplainsaregravel,
sandandrecentvolcanicash, derivedfromthevolcanoes Tarumai, Usu,
etc.Narrowandlowsand-dunesarealsopoorlydevelopedalongthecoastal

zone, insideofwhichtherearelocallypeatdeposits.

AppliedGeology

ThickPleistocenedepositscoverthewholearea, and accordingly, the
Tertiarydeposits, inwhichwecanexpectmineralreSources, especiallythe
Shiraoiformationcharacterizedbygreentuff, forexample,areonlylocally
developedalongsidesofupperrivercourse, andtheprospectingforthese
reSOurcesisadefficulttask.YetafeworedepositscontainingLead, Zinc,
Cupper, etc. arefoundalongtheShiraoiriver. Oneofthem, (Shiraoi
mine)wasworkedduringtheTaishoAeraandoresof200tonesweremined.

TheoredepositshereareoftheKuroko type, formedinthegreentuff
oftheShiraoiformation. Anothermineofsimilarore(Morinomine) ,
isnowbeingprospected.

Exceptforthosemineraldeposits, noremarkableresourceisknown
atpresentinthisarea. Butplacermagnetitedepositsarelocallyfound

alongseacoast, whichwasonceworkednearShiraoivillageduringthe
Second'Vorld'Val'. TheShikotsu-mud-Iavaisalsolocallyquarriedas

buildingstones, thoughitisbynomeansan e玄ce l1 ent materialforthe

purpose. Pumiceandgravelsarealsolocallyemploiedascementing

materialforarchitecturalandotheruses.
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第 1 図版 PLATE

ホロホロー山
Horohoro 師、 amet
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社台台地かちホロホ 11 山を望む
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第 3 図版 PIJATE 3

上部白老層にみられる砂岩と磯岩の同時異相堆積(ボンベツ)I/)

Contemporaneousdept1sitionofsandstoneandconglomerateinupper

Shiraoiformation.(Ponbetsu-gawa コ

s: 砂岩 Sh: 凝灰質頁岩 Cog: 諜岩
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"'~ 第 4 図版 PI,ATE ..

第 1 ・上部白透層の砂岩・貰岩互層(社合川上流)

Figure1 Alternationorsandsto 回 and shaleintheupperShiraoi (ormation.

(UppercOUl'8eofShiraoi-gawa)

~ ~' 働 1': s: 砂岩 Sh: 頁岩 8:l:;社台 111火山噴出拘層

ｭ.凶
第 2・変朽安山岩(白老HI)

ー'" Fipre2. Ptopylite(Shiraoi-gawa)
.J.

.3 ・ i刻々 HI 層の集塊熔岩(白老川上流)
~'.- "" 司九

Tr: 河段丘堆積拘

Fi.are3
...'f悼

Agglomeraticlav.~in theBebet8U(ormation.(UppercourseotShirraoi-

gawa)

DI.:集塊熔岩



札幌第四号白老図幅説明書

第 4 図版

SIIIRAOI(Sapporo ーラ 2)

PLATE 4

第 図
年
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第 2 lオ

第 3 凶



第各国版 PJ.JA'fE 5 、

第?趨別々川層中の砂岩・凝灰岩互層(樽前川上流)'

F'ig臨時1 41抑制ion or san 品tone and tuffilltDe :B eぬDtV叫t灼帆蜘母烈叩u唱19;伊awa f'酢orm川a抗tion

(Up ジ酔el' Cωo 由鴎 ofτ 'I' a舵制II叩u回a1ι，... g伊a. wa叫3

s:;砂岩 T: 凝灰岩

第 2箇社台、川磯岩層(社台、川中流)

F培1I r~ 2".Shya.dnlgawa conglcm€ra 旬. (Midd~ ~ourse ofShya:dai-gawa)

第3 鴎，森野傑岩層(白老川上流)

Fipre3' Morinoconglomerate.(Upperco国鴨 of' ・ Shiraoi-g~w 的

:B la: 集塊熔岩， .0J I1々 HI 層) 1\£ 1:; 森野副書岩層
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第 5 図版

おHJRAOI (Sapporo-52)

PI,ATE 5

第 凶

,.

第 2 図

第 3 図
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第 6 髄腺 PLATE 6

事 1 ・森野火山噴出物層中の破璃質安山岩(日Ij 々川上流〉

F-'_rel.G主醐y and樹脂 in 由e M4:沼地() vbkanies. CU 野er cour 司Ie 01蜘betsu-

rawa)

){C~ :瑛璃質安山岩 Be:期々 HI 腫 F: 断層

.2.森野火山噴出物層(社台川中流)
Ff..¥~.;:! lI{，l1'釦 o VO_hle., (Uppereou 附 of 8hyadai-1 側・〉

".1 ・支坊泥熔岩(社台育地〉
F¥l:lIrea 81rl恥蜘ーlinι加&. (8hyadaie恥vated plat.eau)



札幌弟 52 号白老図幅説明書

第 (i ~l 版

SIIIRAOI(Sapporo- ち2)

PLATE 6

第 i週

‘~

第 2 凶

第 3 igj



第 .7 図版 PLATE 7

.1 回‘集塊砦状を呈する支勿泥熔岩(社台台地)

Figure1 Agglol?eraticpartorShikotsu-mud-Iava.(Shyadaielevatedplateau)

第 2 掴樽前火山噴出物(覚生川上流〉

Figure2 Tarumaivolcan~cs. (Dppercour 腿 or Oboppu-gawa)

第 3 間最新期火山噴出物(錦多峰川上流)

Fi &'1量1' 8 3 Recentvolcanics.(UppercourseofNishitappu-gawa)



札幌第四号白老図幅説明書

第 7 図版

おHII~AOI (Sapporoータ2)

PLATE 7

第 区l

‘町

第 2 凶

第 3 I辺



第 8 図版 PLATE 8

第 1 圃普通輝石紫蘇石安山岩(樽前川上流)

FiglU'e1
r ゐ

Augitehypersthe~ Andesite.CDpper ぞE則rse ofT!U"uma.i-gawa)

メ 38 1/ ユコル

PI..· 斜長石， Au..· 普通輝石， fly..· 紫蘇輝石， 6・・・披璃 ， M..· 磁鉄鉱

圃.

第 2 園 普通輝石紫蘇輝石安山岩(社台川火山噴出物層) (社台川上流)

Figure2 AugitehyperstheneAnde 曹ite. くPeble inShyadai...gawavolcanics)(Upi 剛・

co 旧se ofShyadai-g,awa)

)(38 II ニコル

Pl·..斜長石， Au..·普通輝石， Hy..~紫蘇輝石， G…政璃

第 3圏森野火山噴出物(社台川中流)

Figu'te3 Morinovolcanics.(Middlec叩rse ofShyadai-gawa)

メ 38 II ニコル

Pl··· 科長石， Hy·.. 紫蘇輝石， G…瑛璃

第 4 圏 森野火山噴出物中にみられる珠璃の球果状構造(社台川上流)

Figure4 SpheroidaltextureofglassintheMorinovolcani ，ω.

)(38 II ユコル、

S…スブェルライト



札幌第四号白老図幅説明書

第 8 図版

SHIHAOI(Sapporo 一匹 2)

PLATE 8

第 図 第 2 図

第 3 図 第 4 図



第 9 図版 lpLAtrE 9

業 1 薗 波璃質安山岩(森野火山噴出物層中〉て別石川正流)

Figure1 Glassyandesite...(LavainMoiinovo1canic めく Upper courseofBebetsuｭ

'gawa)

x 38 II ニコル

Pl·· ・斜長石， Hy..ι 紫蘇輝石， G・u ・..披璃

第 2 園登別泥熔岩(敷生川下流)

Figure2 Noboribetsu-mud-lava.(LowercoarseofShikise}:-gawa)

x38 II ユコル

PI..· 科長石， Hy... 紫蘇輝石， G…褐色披璃， M…磁鉄鉱

第 3 圃 支勿泥熔岩(白老川下流)

Figure3 Shjkotsu-mnd-Iava.(I..JowercourseofShinloi-gawa)

x38 II ニコル

Q…石英， G…禍色破璃， M..· 磁鉄鉱

第 4 圃支:妨泥熔岩(白老川下流)

Figure4 Shikotsu-mud-Iava.(LowerCourseofShiraoi-g a. wa コ

x38 1/ ニコル

Pl··· 耕長石， G…褐色毅璃， GL· ・-透明な殻璃



札幌第 52 号白老図幅説明書

第 9 図版

第 凶

第 3 凶
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第 4 図
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